
あなたの代わりに
トライアル！

展 示 圃 優 良 事 例 紹 介

「ポテトール®」を、使ったら。
サングリングループでは、さまざまな作物に対し、薬剤や技術の試験活動を行っています。

今回は、バイオスティミュラントとして認められている液体微量要素複合肥料、
「ポテトール®」の試験結果をお伝えします。

ポテトール®

OATアグリオ株式会社

植物由来の光合成促進成分で収量アップ！

使用した製品

・7～14日間隔での複数回散布を推奨します。
・ばれいしょでは、着蕾期から落花期（塊茎形成期～塊茎肥大期）に7日～
10日間隔で3回、疫病防除時の施用をおすすめしております。
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■図1　ばれいしょ光合成速度測定事例■ポテトールの成分組成

■使用方法
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後志管内の生産者圃場で実施。ポテトールを1000倍に希釈し、2021年6月23日、6月28日、7月4日の3回、
疫病防除時に施用した。収量調査は、施用区、無施用区から10株を3カ所から堀り取り、比較した。　
●調 査 日…2021年8月24日　　●品 種…男爵薯

＜現地の気象条件（降水量）＞
2021年は7月からの降水量が少なく、著しい干ばつ条件。ばれいしょの塊茎肥大には不利な条件でした。

試験内容

サングリン営業担当者よりコメント

サンプル塊茎

各区3カ所から合計30株の塊茎を堀り取り、比較した結果、ポテトール施
用区は約55％収量が増加しました。また、ポテトール施用区は2L、Lの比率
が高く、規格が上振れ、平均1個重が23％増加しました。
極端な干ばつ条件だったため、圃場内のばれいしょの生育にばらつきが大き
く、サンプルが偏った可能性はありますが、それを加味しても気孔開口促進
効果による増収効果は大きかったのではと考えています。

■試験結果

■2020年と2021年の降水量の比較

ポテトール® 現 地 レ ポ ー ト

Let’s
TRY!

本商品についてのお問い合わせ先

株式会社サングリン太陽園　農業肥料グループ TEL011-892-6281

施用区 無施用区
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